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７
月
１２
日
（
日
）、
サ
ン
ロ
ー
ド
に
お

い
て
昼
食
会
も
兼
ね
て
、
初
め
て
の
教

授
・
リ
ー
ダ
ー
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

か
し
ま
灘
楽
習
塾
の
教
授
・
塾
生
は
普
段

は
講
座
単
位
で
の
お
付
き
合
い
で
す
が
、

様
々
な
行
事
を
通
し
て
講
座
を
超
え
た

仲
間
作
り
が
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま

す
。 当

日
は
、 

名
の
参
加
で
、
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
に
つ
い
て
、
楽
習
塾
規
則
の
確
認
、

行
事(
塾
祭
、
て
～
ら
祭
な
ど)

の
参
画
支

援
の
連
絡
、
事
業
部
設
置
案
の
承
認
、
各

学
部
リ
ー
ダ
ー
代
表
・
会
計
監
査
委
員
の

選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
選
出
さ

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

◆
事
業
部
長 

 
 

 
齋
藤
富
子 

◆
会
計
監
査 

 
 

 

中
島
幸
子 

◆
各
学
部
リ
ー
ダ
ー
代
表 

 

・
教
養
学
部 

 
 

樫
村
壽
城 

 

・
第
一
文
芸
学
部 

石
黒
圭
吾 

 

・
第
二
文
芸
学
部 

滝
沢
信
一 

 

盛
況
に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
は
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
も
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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◆
事
業
部
設
立
の
主
な
目
的 

 
 

こ
れ
ま
で
、
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
運
営
に

は
、
運
営
役
員
会
で
の
方
針
決
定
に
も
と

づ
き
、
各
学
部
単
位
で
対
応
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
講
座
の
種
類
が
多
岐
に
わ
た

り
行
事
も
多
様
化
し
て
く
る
と
、
役
員
の

み
で
対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
学
部

を
超
え
た
連
携
で
の
対
応
が
望
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
部
の
設
置
に
よ

り
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
塾
の
安
定

運
営
に
貢
献
す
る
事
業
に
、
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
軽
く
取
り
組
む
所
存
で
す
。 

◆
「
鹿
嶋
市
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
」
受
託
の
件 

過
日
の
運
営
役
員
会
に
て
、
市
が
実
施

し
て
い
る
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
（
市
民
が
望

む
講
座
を
リ
ク
エ
ス
ト
、
要
望
の
多
い
講

座
を
開
催
）
の
講
座
開
講
実
務
を
当
塾
で

受
託
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。（
詳
細

は
、
今
後
市
側
と
協
議
し
ま
す
）。
こ
れ
に

伴
い
事
業
部
内
に
実
行
委
員
会
を
組
織
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
第
１
回
実
行
委

員
会
・
９
月
２５
日
（
木
）
午
後
３
時
半
） 

今
後
、
塾
生
の
皆
さ
ん
か
ら
お
知
恵
拝

借
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

   

 

７
月
１
日
付
け
塾
長
名
で
、
各

講
座
教
授
に
「
年
間
行
事
へ
の
参

加
の
有
無
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
第
３
期
の
成
果
発

表
会
の
作
品
展
示
部
門
は
、「
来

年
１
月
～
２
月
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
お
い
て
、
２
月
の
塾
生
募
集

時
期
に
合
わ
せ
て
、
計
画
的
に
展

示
会
を
実
施
す
る
」
よ
う
に
ご
連

絡
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
希
望
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て
い
な

い
講
座
の
教
授
は
至
急
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
第
１
回
教
授
総
会
・
リ

ー
ダ
ー
会
の
配
布
資
料
で
、
９
月

２０
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

教
授
総
会
は
、
作
品
展
示
部
門
の

該
当
教
授
の
み
の
参
加
で
実
施

致
し
ま
す
。
教
授
が
参
加
で
き
な

い
場
合
は
講
座
リ
ー
ダ
ー
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
、

各
教
授
に
書
面
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。 
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油
絵
水
彩
デ
ッ
サ
ン
講
座
よ
り 

「
ス
ケ
ッ
チ
会
」
に
参
加
し
て 

塾
生 

山
田 

隆
啓 

第
三
期
の
講
座
予
定
表
が
配
布
さ
れ
、
制

作
活
動
に
励
む
事
に
な
っ
た
二
十
六
名
の

塾
生
達
。
新
し
い
発
見
を
期
待
し
て
「
屋
外

ス
ケ
ッ
チ
会
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
風

景
が
良
く
、
集
合
場
所
に
適
す
所
は
、
要
望

多
数
で
決
め
る
傍
ら
、
天
候
を
心
配
し
て
日

程
は
七
月
か
ら
五
月
へ
繰
り
上
げ
変
更
と

な
っ
た
。
集
約
す
る
中
「
水
郷
県
民
の
森
」

と
決
ま
り
、
マ
ッ
プ
を
配
り
、
負
担
の
無
い

集
合
時
間
や
場
所
、
相
乗
り
、
雨
天
時
の
連

絡
方
法
と
話
題
を
進
め
た
。
幸
い
当
日
は
天

候
に
恵
ま
れ
、
青
空
の
下
昼
食
も
出
来
た
。

只
今
、
十
月
の
「
第
二
回
展
示
会
」
に
向
け

て
制
作
中
で
す
。
展
示
会
の
際
は
、
是
非
お

越
し
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

塾
生 

出
来
の
悪
い
生
徒 

５
月
２２
日
、
講
座
が
始
ま
っ
て
初
め
て

の
ス
ケ
ッ
チ
会
。
水
郷
県
民
の
森
へ
現
地
集

合
。
天
気
は
晴
れ
。
暑
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、

ポ
イ
ン
ト
を
探
し
場
所
を
決
め
て
い
る
。
小

生
も
陽
を
避
け
、
木
陰
に
腰
を
お
ろ
し
吊
橋

を
描
い
て
み
た
が
、
何
と
も
こ
れ
で
も
画
か

と
い
う
作
。
あ
ー
暑
い
。
冷
た
ー
い
ビ
ー
ル

が
呑
み
た
い
！
出
来
が
悪
い
と
邪
念
ば
か

り
が
強
く
な
る
。
ス
ケ
ッ
チ
と
い
え
ば
、
は

る
か
昔
、
小
五
の
頃
、
西
日
本
新
聞
社
主
催

の
ス
ケ
ッ
チ
大
会
に
参
加
し
、
遊
園
地
に
行

っ
た
事
を
想
い
出
す
。
あ
の
頃
は
真
面
目
に

一
生
懸
命
描
い
た
。
と
記
憶
し
て
い
る
。
し

か
し
、
同
日
、
園
内
の
「
森
の
音
楽
堂
」
に

安
田
祥
子
、
幸
子
姉
妹
が
歌
を
唄
い
に
来
て

い
て
。
澄
ん
だ
歌
声
に
ひ
か
れ
聞
き
惚
れ
、

更
に
サ
イ
ン
を
求
め
て
。
集
合
時
間
に
遅
れ
、

ま
わ
り
を
騒
が
せ
た
。
そ
の
場
で
叱
ら
れ
る

事
無
く
、
ホ
ッ
と
し
た
の
だ
が
、
翌
日
、
担

任
に
知
ら
さ
れ
て
い
て
・
・
・
。
結
果
は
ご

想
像
通
り
。
と
云
う
と
年
を
重
ね
た
今
も
、

あ
の
頃
と
変
わ
っ
て
い
な
い
！？
そ
ん
な
情

け
な
さ
を
察
し
て
か
、“
私
を
描
い
て
み
れ

ば
”
と
一
本
だ
が
、
あ
ざ

み
が
す
っ
く
と
咲
き
誇

っ
て
い
る
。
今
日
の
ス
ケ

ッ
チ
会
。
子
供
の
頃
と
競

っ
て
み
る
。
“
あ
ざ
み
の

唄
”
を
ハ
モ
リ
な
が
ら
。 

                 

                              

                              

楽
習
塾
俳
句
会 

夏
句
会 

 

万
葉
の
古
井
戸
の
水
青
田
満
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
橋 

光
子 

 

奥
入
瀬
の
緑
陰
の
寂
欲
し
い
ま
ま 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
松 

恵
美 

 

涼
風
の
葉
音
流
る
る
下
弦
の
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
谷
部
一
彦 

 

農
道
の
轍
の
跡
や
喜
雨
い
た
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
田
三
千
夫 

 

梅
雨
空
に
な
ま
ず
動
く
や
要
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
武 

伸
代 

 

花
売
り
の
裸
足
の
少
女
駆
け
寄
り
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

水
野 

澄
江 

 

青
葉
潮
き
り
り
と
太
き
舫
ひ
綱 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

要
田 

信
子 

       

心
を
映
す
短
歌
「む
ら
さ
き
短
歌
会
」 

 

イ
ル
カ
に
で
も
な
っ
て
い
る
の
か
眠
る
子
は
ド

ル
フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
を
吾
に
蹴
り
出
す 榎

本 

麻
央 

 

眼
つ
む
れ
ば
遥
か
な
丘
に
は
た
め
き
て
吾
を
呼

び
を
り
若
き
日
の
旗 

高
安 

優
輔 

 

寸
劇
を
ひ
と
日
ひ
と
日
と
重
ね
来
て
人
生
と
い

ふ
海
し
づ
か
な
り 

三
田
三
千
夫 

 

満
潮
の
白
波
に
の
り
朝
の
海
に
出
で
ゆ
く
黒
き

ダ
イ
バ
ー
の
影 

布
施 

愛
子 

 

お
田
植
え
祭
に
六
十
路
の
わ
れ
は
早
乙
女
の
赤

き
口
紅
き
り
り
と
ひ
き
た
り 

小
崎 

幸
代 

 

求
め
来
し
秋
の
味
覚
は
サ
ツ
マ
芋
戦
中
戦
後
の

吾
を
救
い
き 

鈴
木 

徳
次 

 

裏
庭
に
ア
ワ
ダ
チ
草
の
群
れ
咲
き
て
夕
陽
に
い

っ
と
き
黄
金
に
輝
く 

鈴
木 

チ
ヨ 

 

ゆ
っ
く
り
と
回
る
風
車
は
ガ
リ
バ
ー
の
童
話
の

世
界
に
我
を
誘
う 

竹
田
け
い
子 

 

ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
頭
並
ん
で
る
出
荷
の

日
ま
で
仲
良
し
子
良
し 

高
井 

朝
子 

 

身
の
裡
に
沈
め
し
魚
が
ピ
ク
リ
跳
ね
ガ
ラ
ス
を

素
手
で
う
ち
や
ぶ
れ
よ
と 

谷
垣
恵
美
子 

 

す
で
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
「
リ

ク
エ
ス
ト
講
座
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
提

出
締
め
切
り
は
９
月
２１
日
で
す
。 

只
今
寄
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、 

 

二 

胡 

陶 

芸 

和 

裁 

園 

芸 

パ
ソ
コ
ン 

釣 

り 

篆 

刻 

写 

経 

麻 

雀 

語 

学 

料 

理 

 

囲 

碁 

マ
ジ
ッ
ク 

大
正
琴 

歴
史
探
訪 

み
な
さ
ん
の
『
こ
ん
な
講
座
が
あ
っ
た

ら
い
い
な
ぁ
』
の
声
を
待
っ
て
ま
す
。 

 

秋
風
が
少
し
ず
つ
感
じ
ら
れ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
ア
メ
リ
カ

フ
ヨ
ウ
が
今
真
っ
赤
に
咲
い
て

い
ま
す
。
一
日
花
が
次
か
ら
次
と

咲
い
て
花
径
が
二
十
セ
ン
チ
は

有
り
、
そ
れ
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
で
す
。
こ
の

花
を
見
て
い
る
だ
け
で
元
気
を

も
ら
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
バ
テ

が
出
て
き
ま
す
が
健
康
に
留
意

し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 


